
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

志筑忠雄の通詞退役と仕官活動

大島, 明秀
熊本県立大学文学部 : 教授

https://hdl.handle.net/2324/6792816

出版情報：熊本県立大学国文研究. 68, pp.21-37, 2023-06. 熊本県立大学日本語日本文学会
バージョン：
権利関係：



志
筑
忠
雄
の
通
詞
退
役
と
仕
官
活
動

国
文
研
究

第
六
十
八
号

(
2
0
2
3
.
6
)
 

大

島

明

秀

熊
本
貼
立
大
学
日
本
語
日
本
文
学
会



は
じ
め
に

主
に
科
学
史
的
視
座
か
ら
進
め
ら
れ
て
き
た
志
筑
忠
雄
（
姓

rl

野
、
通
称
忠
次
郎
、
名
盈
長
、
サ
柳
圃
、

一
ヒ
六
〇
＼

一
八
0
六
）

研
究
は
、
近
年
新
た
な
段
階
に
人
り
、
そ
の
オ
ラ
ン
ダ
晶
理
解
や

和
訳
の
精
度
ー
、
あ
る
い
は
生
活
抒
屎
で
あ
る
実
家

・
中
野
家
の

所
在
と
間
取
り
、
さ
ら
に
は
詞
家
の
長
崎
で
の
社
会
的
位
閻
ま
で

究
明
さ
れ
た
し
か
し
な
が
ら
、
依
然
と
し
て
志
筑
を
め
ぐ
る

品
は
少
な
か
ら
ず
残
さ
れ
て
い
る

そ
の
一
っ
は
、志
筑
忠
雄
の
阿
闇
陀
稽
占
通
洞
を
辞
し
た
時
期
で
、

退
役
の
理
由
も
定
か
で
は
な
い

E

い
ま

ー
つ
は
、
西
洋
人
や
西
洋
の
学
問
に
対
し
て
侮
蔑
や
批
判
的

な
表
現
を
示
す

一
方
で
敬
慈
や
収
前
の
念
を
抱
い
て
い
る
様

f
が
見

ら
れ
た
り

、

さ
ら
に
は
辿
~
を
退
役
し
て
お
き
な
が
ら
晩
年
に
仕
官

を
希
求
す
る
・
心
楼
が
見
ら
れ
た
り
す
る
な
と
、
言
兄
整
合
性
が
取
れ

て
い
な
い
よ
う
な
一
辿
の
f
,
3

行
を
い
か
に
理
解
す
る
べ
き
か
と
い
う

志
筑
忠
雄
の
通
詞
退
役
と
仕
官
活
動

問
題
で
あ
る

以

L
を
解
明
す
ぺ
く
、
本
稿
は
、
志
筑
忠
雄
が
稽
古
辿
叫
を
辞
職

し
た
年
時
の
特
定
を
中
心
的
課
題
と
し
つ
つ
、
退
役
に
至
る
語
問
題

を
整
理
検
討
す
る
と
と
も
に
｀
そ
の
行
動
瓜
理
を
朱

f
学
的
発
想
か

ら
理
解
す
る
こ
と
を
提
起
す
る

c

一
、
稽
占
通
詞
の
退
役

（一）

通
洞
退
役
の
年
時

志
筑
忠
雄
は
、

＿．
正
井
越
後
屋
の
長
椅
で
の
沿
札
尚
人
で
あ
っ
た
云

代
中
野
川
助
の
丘
男
忠
次
郎
と
し
て
生
を
享
け
た

ご
代
中
野

m助

は
、
中
野
家
の
経
党
戦
略
か
ら
、
貿
易
閲
係
情
報
の
入
手
の
た
め
に

地
役
人
株
を
購
人
し
、
成
長
し
た
二
．男

・
伊
―こ
人
を
楽
種

0
利
に
、

そ
し
て
忠
次
郎
を
阿
蘭
陀
辿
洞
に
就
け
た
と
見
ら
れ
る
，

忠
次
郎
が
ぷ
筑
家
に
投
f

に
入
り
、
同
家
八
代
と
し
て
稽
古
通
~

大

島

明

秀
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と
な
っ
た
時
期
に
つ
い
て
、
辰
崎
の
郷
上
史
家
渡
辺
射
輔
は
、
「己

酉
削
太
K11
上
巾
緒
kLI
」
'
に
基
づ
い
て
「
安
、
水
五
巾
年
、
投
父

[
I
I

ぷ
筑
係
次
郎
]
跡
職
被
仰
付
、
稽
KII
通
詞
罷
成
、
仝
六
阿
年
病
身
罷

成
候
二
付
、
御
暇
奉
願
、
文
化
そ
寅
年
し
月
九

LI病
死
仕
候

P」
と

い
う
記
述
を
翻
刻
し
て
い
る
。
ャ
ー
該
翻
刻
史
科
に
よ
っ
て
、忠
次
郎
、

す
な
わ
ち
志
筑
忠
雄
は
安
永
丘
年

（
ー
ヒ
ヒ
六
）
ー

ヒ
歳
に
て
稽
占

辿
詞
に
就
任
、
翌
年
に
辞
職
し
た
も
の
と
長
ら
く
考
え
ら
れ
て
き
た
。

と
こ
ろ
が
、
近
年
、
新
史
科
が
発
掘
さ
れ
、
相
次
い
で
打
の
退
役

年
に
疑
問
が
国
さ
れ
た
そ
の
第
一
は
、
原

w随
二
の
発
見
で
、
天

明
l

一年
（

ー
ヒ
八
二）

の
内
容
と
推
定
さ
れ
る
「
地
役
人
分
限
般
」

に
「
志
筑
忠
次
郎
」
の
名
が
見
え
る
こ
と
を
根
拠
に
、
少
な
く
と
も

lnl年
ま
で
通
詞
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
，

そ
れ
で
は
何
年
に
忠
次
郎

（志
筑
忠
雄
）
が
編
ん
だ
「
犬
文
管
幽
」

（一

ヒ
八
二
年
八
月
序
）
の
序
文
を
取
り
ヒ
げ
て
み
よ
う

然

不

そ
盟
一
＂
．
得

レ
刹
ぶ
5

，
居
既
ー経

レ
年
、
支

，
体
柑

，
未
，レ
平
，＂
店
。
鉦

懐

ァ
身
無
．ンテ

中
＇
分
之

ー
功

空

ク
辱

t
ュト，

公
禄
之

ifcヮ
而
不
し
暇
ゥ
太
息

一

是
故
保
＇
光
之

ノ
暇
則
，
必
ス
tJt
シ
紅
，
毛
之
益
咄
、
聰
力
以
ぶ
E
＾
泊
悶
，

也

(11
然
る
に
思
は
ず
に
一
且
病
を
得
て
絵
屈
既
に
年
を
経
る

も
、
文
体
狛
を
未
だ
氾
ら
か
な
ら
ざ
る
が
ご
と
し
。
1
母
に
身
に

寸
分
の
功
無
き
を
懐
い
、
空
し
く
公
禄
の
爪
を
辱
む
る
こ
と
、

い
と
J

太
息
に
暇
あ
ら
ず
是
故
に
保
投
の
暇
あ
れ
ぱ
則
ち
必
ず
紅
毛

の
品
を
沢
し
、
聯
か
以
て
伯
悶
を
解
く
な
り
）7

思
い
が
け
な
く
罹
病
し
、
そ
れ
が
原
因
で
体
が
思
う
よ
う
に
な
ら

ず
、
数
年
間
蟄
居
の
身
で
あ
る
こ
と
が
品
さ
れ
て
い
る
そ
し
て
、

根
発
の
時
間
が
あ
れ
ば
必
ず
蘭
B
翻
ボ
を
し
、
し
か
も
こ
の
行
為
に

よ
っ
て
「
梢
悶
を
解
」
い
て
い
た
と
い
う

右
の
発
言
か
ら
、
吉
川
忠
は
、
Ill緒
し
＂
の
記
述
と
似

III
の
成
論
を

踏
ま
え
た
ヒ
で
、
「
蟄
屈
」
と
い
う
f
,
2
岱
か
ら
安
永
六
年
に
志
筑
忠

雄
は
「
病
身
」
か
ら
辞
耽
額
を
出
し
た
も
の
の
「
預
か
り
」
扱
い
と

な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
し
、
さ
ら
に
体
遇
の
制
復
が
お

も
わ
し
く
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
、
「
公
禄
の
項
を
辱
む
る
こ
と
」

へ
の
恥
辱
に
耐
え
ら
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
、
翻
訳

・
研
究
へ

の
没
頭
を
決
慈
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
な
ど
を
推
測
し
、
天
明
二
年
に

完
全
に
辞
戦
し
た
と
す
る
見
解
を
示
し
た
＂

右
の
原

rn
．
し11111
品
を
覆
す
JIr能
性
を
秘
め
た
第
二
の
発
見
は
、

「
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
H
品
」
に
基
づ
い
た
イ
サ
ベ
ル
・田
中
・フ
ァ
ン
・

ダ
ー
レ
ン
に
よ
る
指
摘
で
あ
る
忠
次
郎
（志
筑
忠
雄
）
の
跡
を
嬰
っ

た
次
そ
郎
は
、
こ
れ
ま
で
安
永
六
年
に
通
詞
に
就
任
L
た
と
与
え
ら

れ
て
い
た
が
、
同
氏
は
、
天
明
六
年
丘
Jl
-
―八
IJ
（西
肝
一
ヒ
八
六

年」ハ
JJ
-
＿四
H
)
に
、
次
ご
郎
が
商
館
艮
へ
稽
占
辿
洞
と
な
っ
た
こ

と
を
報
告
に
参
上
し
た
と
す
る
品
述
を
拾
い
ヒ
げ
、
そ
こ
か
ら
、
そ
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今
猥
侍
紅
毛
ボ
司
之
後
、
足
以
得
略
通
彼
数
ltu
之
旨
也

(
11
今

の
時
点
ま
で
忠
次
郎

（志
筑
忠
雄
）
が
通
詞
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い

た
nf能
性
を
示
唆
し
た
"。

こ
れ
ら
の
発
表
に
よ

っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、

「
己
阿
間

太
KLlt111緒
K2」
の
怪
し
さ
と
も
言
え
よ
う
な
お
、
必
ず
史
科
の

ゃ
！
し
を
作
る
渡
辺
献
輔
の

Ill蔵
作

（長
崎
歴
史
文
化
陣
物
館
蔵
渡
辺

文
庫
）
に
「
1
」
175間
太
K
ロヒ
由
緒
し
リ
」
の
原
本
や
転
写
本
が
什
在
せ

ず
、
さ
ら
に
全
体
の
内
容
が
「
長
崎
迎
測

rh紹
押
」10
と
ほ
ぽ

一
致

す
る
こ
と
か
ら
、
「
＇J
門
龍
太
It11
上
Ill紺
抒
」
の
志
筑
氏
rLl緒
沖
部

分
は
、
志
筑
龍
太
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
と
渡
辺
耶
輔
が
推
定
し
、
か

よ
う
な
題
を
付
し
て
抒
作
阿
蘭
陀
辿
吋
志
筑
氏
朴
略
」
に
引
用
し

た
nf能
性
が
麻
い
11

い
ず
れ
に
せ
よ
、

「己
酉
佃
太
K
u
上
山
絣
占
」

（「
長
崎
通
詞
Fll緒
KIJ
」)
の
記
載
は
疑
っ
て
か
か
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
こ
で

「
天
明
乙
じ

[
1
1
丘
年
]

i

1

月
望
n

[
11
ト
五
17]

肥

崎
陽
晩
生
志
筑
盈
長
叙
」
と
の
年
紀

・
堺
名
が
認
め
ら
れ
る

「鈎
股

新
編
」（
長
的
歴
史
文
化
冊
物
館
＂
廠

）
にゃバ

nす
る

c

本
ド
り
は
上
巻

し
か
現
什
し
て
い
な
い
が
、
そ
の
げ
、
題
口
な
ら
ぴ
に
K
巻
の
内
容

か
ら
、
ジ
ョ
ン

・
キ
ー
ル

「尺
文
学

・
物
理
学
人
門
」
蘭
語
版
＂
を

底
本
と
し
て
平
面
：
角
法
を
ぶ
し
た
一

K
"
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て

い
る
11

そ
の
盈
長
の
名
を
用
い
た
ぷ
筑
自
序
に
次
の
よ
う
な
卯
味

深
い
一
文
が
品
め
ら
れ
る
。

う
し
み

猥
り
に
紅
毛
訳
川
の
後
に
侍
し
、

晰
辿
じ
得
る
な
り
）＂

是
を
以
て
彼
の
数
ぽ
の
旨
を

「猥
」
は

n,」
を
謙
遜
す
る
一TT袋
で
、「後
」
と
は
下
級
の
位
、
「侍
」

は
仕
え
る
こ
と
を
意
味
す
る
こ
と
か
ら
、
現
代
点
沢
す
る
と
、

「今

い
か
が
わ
し
く
も
阿
淵
陀
通
両
の
下
役
と
し
て
仕
え
て
お
り
、
そ
う

い
う
わ
け
で
キ
ー
ル
の
数
学
K
り
の
内
容
を
お
お
よ
そ
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
た
」
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
つ
ま
り
、
こ
の

一
文
は
、

「今
」、
す
な
わ
ち
天
明
五
年

（一

じ
八
五
）ニ一
月

一
五
17時
点
で
忠

次
郎

（志
筑
忠
雄
）
が
稽
占
辿
詞
で
あ
っ
た
こ
と
の
証
id
な
の
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
忠
次
郎

（志
筑
忠
雄
）
に
と
っ
て
通
討
社
会
に
い
る

こ
と
に
旨
み
が
あ
っ
た
こ
と
も
分
か
り
、
ま
た
、

「
天
文
管
佃
」
に

U
ら
れ
た
屈
辱
感
に
満
ち
た

n内
的
な
発
．
，
い
が
確
認
で
き
な
い
こ
と

か
ら
、
こ
の
頃
ま
で
に
志
筑
が
現
場
復
焔
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
，

粒
い
て
、
天
明
丘
年

―
-
)

一
五
口
か
ら
翌
年
て
）
＝一
六

nま
で

此
崎
に
遊
学
し
た
大
槻
玄
沢

（一

じ
五
ヒ
ー

一
八
ニ
ヒ
）
の
文
サ
ば
に

llを
移
そ
う
玄
沢
は
滞
留
中
の
H
録
や
見
聞
を

「攻
補
紀
行
」
お

よ
ぴ

「寄
崎
次
第
」
に
記
し
て
い
る
c

た
だ
し
、

「現
捕
紀
行
」
が

n品
で
あ
る
の
に
対
し
、
随
喰

「寄
崎
次
第
」
は
、
が
111に
玄
沢
江

戸
帰
府
後
の
天
明
し
年
に
稽
占
通
洞
と
な
っ
た
小
川
猪
之
助
の
名
が

見
え
る
こ
と
か
ら
、
長
的
で
得
た
梢
報
に
新
た
な
梢
報
を
加
え
更
新

し
た
も
の
と
想
定
さ
れ
る
こ
と
に
は
留
慈
せ
ね
ば
な
ら
な
い
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さ
て
、
玄
沢
は
阿
jjl陀
辿
叶
の
名
簿
を
「
寄
崎
次
第
」
に
掲
載
し

て
お
り
、
そ
こ
に
は
阿
蘭
陀
通
詞

n付
、
大
通
洞
、
小
辿
洞
、
小
辿

洞
助
、
小
通
詞
並
、
小
通
uuJよ
席
、
小
辿
訓
未
席
見
翌
に
次
い
で
稽

古
通
祠
二
冗
人
の
名
が
品
叔
さ
れ
、
そ
の
中
に
「
志
筑
忠
次
郎
」
の

名
は
兄
ヤ
ー
た
ら
ず
、

「
志
筑
次
ーー
↓
郎
」
の
み
認
め
ら
れ
る
稽
占
通

叫
二
五
名
は
就
任
の
早
い
馴
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

以
下
、
次
一↓
一
郎
の
就
任
時
期
を
絞
り
込
む
た
め
に
、
前
後
の
人
名
を

記
し
、
そ
の
就
任
年
を
山
括
弧
で
補
っ
て
示
す

稽
占
迎
訓
[
・
:
]
森

111依
助

〈
犬
明
四
年
〉
、
ぷ
筑
次

f

i

一郎
、

品
川
友
二
．郎

〈不
明
〉
、
松
村
武
卜
郎

〈
不
明
〉
、
西
ヒ
tl
太
郎

〈
尺

明
六
年
〉
、
小
川
猪
之
助

〈天
明
じ
年
〉
[
:

•• 
]
2
 

「
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
rl「
nL
」
を
縮
く
と
、
稽
古
通
詞
と
し
て
の
森

山
依
助
の
初
出
は
火
明
四
年
九
｝
一
r-1111
（西
肝

一
じ
八
四
年

ー一

H
l
L
1
1
)
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
よ
り
少
し
前
に
就
任
し
て
い
た

も
の
と
息
わ
れ
る
。
次
て
郎
の
就
任
時
期
は
、
骰
助
と
犬
明
六
年
に

稽
古
辿
国
に
就
い
た
西
古
太
郎
の
間
、
す
な
わ
ち
天
明
四
年
九
月
頃

か
ら
伺
六
年
に
絞
ら
れ
る
た
だ
し
、
特
に
理
川
が
な
い
限
り
、
稽

占
辿
詞
に
就
任
し
て
か
ら
報
告
に
参
ヒ
す
る
ま
で
半
年
以
上
も
の
時

間
が
空
く
の
は
不

n然
と
r
1わ
ざ
る
を
得
な
い
。

天
明
六
年
五
JJニ
八

n廿
時
の
商
館
長
は
ヨ
ハ
ン

・
フ
レ
デ
リ

ッ

ク

・
フ
ァ
ン

・
レ
ー
デ

・
ト
ッ
ト

・
デ

・
バ
ル
ケ
レ
ー
ル

(J
o
h
a
n

F
re
d
e
rik v
an
 R
e
e
de
 tol d
e
 P
a
r
k
e
la
a
r
)
で
、
品
兜
中
の
一
O
n
~二
―

nか
ら
翌
天
明
六
年

一
0
JJ―
-.o
n
（西
肝
一
ヒ
八
五
年

―
-
Jj

ご
一

U
I
ー
ヒ
八
六
年
―

-
Jl
―-O
H
)
ま
で
在
戦
し
て
い
た
。
次

：
 
．．
 

郎
が
天
明
五
年

一
0
月
ニ
―

n以
前
に
稽
占
辿
洞
に
就
任
し
て
い

た
と
す
る
と
、
浦
尚
館
長
に
新
任
の
報
告
を
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、

バ
ル
ケ
レ
ー
ル
に
行
う
必
要
は
な
い
他
方
、

一
0
月
ニ

―
H
以
降

の
年
内
就
任
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
商
館
長
は
正
月
か
ら
江
戸
参
府
に

出
発
し
て
長
期
不
在
と
な
る
た
め
、
直
ち
に
パ
ル
ケ
レ
ー
ル
に
報
告

し
て
い
た
で
あ
ろ
う
そ
う
な
る
と
、
や
は
り
次
．
ふ
即
は
天
明
六
年
、

参
府
で
尚
館
此
小
在
の
間
に
辿
~
に
就
任
し
、
五
月
の
長
崎
紺
ャl
l
f
を

待

っ
て
報
告
に
参
上
し
た
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
こ
ま
で
の
¥
J察
を
踏
ま
え
て
忠
次
郎

（志
筑
忠
雄
）

の
退
役
お
よ
び
次
．
一郎
の
就
任
を
整
理
す
る
と
、
次
の
一
．
つ
の

llr能

性
に
絞
る
こ
と
が
で
き
る

(A
)
 

(B
)
 天

明
丘
年

m
n
-Jin以
降
、

翌
六
年
に
次
三
郎
就
任

天
IJJ六
年
に
忠
次
郎
退
役
、

圃
年
内
に
忠
次
郎
退
役
、

圃
年
に
次
そ
郎
就
任

改
め
て
前
に
掲
げ
た
「
＇
し
西
紺
太
杵

Lril緒
湘
」
（
「
長
的
通
詞
山

紹
抒
」）

の
文
国
を
検
討
す
る
と
、
辞
戟
年
時
を
示
す

「^

E
ハ
酉
年
」
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が
誤
っ
て
い
る
こ
と
は
既
に
見
た
辿
り
で
あ
る
が
、
内
容
で
は
な
く

史
料
の
「

nc載
」
が
誤
っ
て
い
る

Ur能
性
が
与
え
ら
れ
る
圃
史
料

に
お
い
て
九
代
次
．
ぷ
師
の
稽
占
辿
祠
就
任
年
時
は
「
安
水
六
門
年
、

淡
父

[11
志
筑
忠
次
郎
]
跡
職
被
仰
付
、
稽
占
辿
洞
罷
成
111

」
と
あ
り
、

明
ら
か
に
時
期
を
洪
っ
て
い
る
こ
れ
は
先
代
忠
次
郎
（ぷ
筑
忠
雄
）

の
心
載
と
辻
棲
を
合
わ
せ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
す
な
わ

ち
、
次
一
．
郎
の
就
任
が
犬
明
六
年
と
な
れ
ば
、
忠
次
郎

（志
筑
忠
雄
）

の
辞
戦
年
時
を
記
し
た
「
＾
L
[
1
1
安
`
水
]
六
酉
年
病
身
罷
成
候
二
付
、

御
暇
伶
矧
」
の
「
仝
」
は
、
史
料
作
成
時
か
転
写
時
の
ど
こ
か
の
段

階
で
誤
っ
て
伝
わ
っ
た
も
の
で
、
本
来
は
「
安
氷
」
で
は
な
く
、
「
犬

明
」
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か

と
こ
ろ
で
、
「
攻
浦
紀
行
」
に
よ
れ
ば
、
大
槻
玄
沢
は
貶
綺
滞
化

巾
に
忠
次
郎

（志
筑
忠
雄
）
と
四
度
接
見
し
て
い
る
が

（天
明
六
年

-n
-
＝-11、
.
、
J
J
ニ
11、
-
-
J
J
一
五
11、
-
―
-
J
J
九

H
)17、
い
ず

れ
も
「
中
野
」
で
は
な
く
「
ぷ
筑
忠
ご
（
郎
）」

と
、
「
志
筑
」
姓
で

そ
の
名
を
心
し
て
い
る
。
一

jj
で
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
「
窃
崎
次
第
」

に
掲
載
さ
れ
る
稽
占
辿
面
の
名
簿
に
は
、
忠
次
郎
（
し
心
筑
忠
雄
）
の

名
は
な
く
、
次
て
郎
の
名
の
み
ー
止
さ
れ
て
い
る
さ
ら
に
地
役
人
株

の
＃
在
を
考
え
る
と
、
両
名
が
制
時
期
に
「
ぷ
筑
」
姓
を
も
っ
て
並

立
す
る
よ
う
な

t
態
は
あ
り
え
な
い
た
だ
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
、

「
寄
崎
次
第
」
は
江
だ
紺
府
後
に
新
し
い
情
報
を
交
え
て
作
成
さ
れ

た
と
見
ら
れ
る
た
め
、
「
投
浦
紀
行
」
と
咄
み
合
わ
な
い
心
叔
が
あ
っ

て
も
特
に
不
思
議
で
は
な
い

い
ず
れ
に
せ
よ
、
女
沢
は
後
年
「

lwボ
梯
航
」
(
-
八
一
4

ハ
成
）
で
、

忠
次
郎

（志
筑
忠
雄
）
と
の
交
遊
を
lnl想
し
て
い
る
が
、
初
め
て

接
見
し
た
く
だ
り
は

「天
IVjE
六
年
ノ
際
、
彼
地
二
遊
ピ
シ
頃
、
彼

人
偶
々
翁
ガ
寓
屈

[
11
本
木
良
ヽ
杢
t
]
ヲ
成
ヒ
、
翁
モ
亦
彼
家
二
到

リ
＂
」
と
記
し
て
い
る
当
少
叫
心
述
を
い
川
す
る
な
ら
ば
、
最
初
は

忠
次
郎

（志
筑
忠
雄
）
側
が
出
人
り
し
、
「
偶
々
」
天
明
六
年
一
｝

ーニ
LI以
前
に
出
会
っ
た
こ
と
に
な
る
仮
に
忠
次
郎
（
志
筑
忠
雄
）

が
既
に
「
病
身
」
で
無
戟
と
な
っ
て
い
た
楊
合
、
阿
蘭
陀
小
通
洞
助

で
あ
っ
た
本
木
良
水
の
店
宅
に
「
偶
々
」
訪
間
す
る
よ
う
な
怪
平
な

行
動
は
慎
ん
だ
で
あ
ろ
う
し
、
且
永
定
で
「
志
筑
」
姓
を
名
乗
る
こ

と
も
控
え
た
で
あ
ろ
う

こ
こ
で
忠
次
郎
（
志
筑
忠
雄
）
の
研
究
柄
動
に
注

nし
て
み
る
と
、

天
明
二
年
八
｝
か
ら
圃
E
年
ま
で
は
師
年
精
力
的
に

一
点
か
二
点
の

ボ
害
を
仕
上
げ
る
よ
う
な
体
濁
に
佃
復
し
た
前
に
示
し
た
よ
う
に
、

「
鈎
股
新
紺
」
が
で
、

H
身
が
阿
闇
陀
通
叫
の

F
役
と
し
て
勤
め
て

い
る
こ
と
を
証

．．
 E

し
て
お
り
、
少
な
く
と
も
天
明
五
年
．
―-
J
J
-
丘

II

時
点
で
稽
占
辿
両
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
辿
い
な
く
、
ま
た
、
「
鈎
股

新
編
」
序
に
は
「
天
文
行
隈
」
序
で
見
せ
た
よ
う
な
屈
辱
感
に
満
ち

た、
IIlH的
な
発
t11
は
認
め
ら
れ
ず
、
さ
ら
に
遡
年
朴
に
大
槻
玄
沢
と

数
度
接
兄
し
て
い
る
様
f
か
ら
し
て
も
、
忠
次
郎

（志
筑
忠
雄
）
は

現
場
復
帰
も
果
た
し
て
い
た
も
の
と

nさ
れ
る
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一
方
、
犬
明
4

ハ
年
(
-
ヒ
八
六
）
か
ら
は
一
転
し
て
動
き
が
止
ま
り
、

究
政
丘
年

(
-
ヒ
九
三
）
ー
ニ
月
に
「
混
沌
分
判
図
品
」
と
い
う
ご

く
小
さ
な
論
考
を
杵
す
ま
で
、
実
に
約
八
年
間
、
「
火
器
発
法
伝
」

（犬

Ipl
ヒ
年
四
JJ)
と
い
う
短
編
を
除
け
ば
、
ボ
打

・
浙
作
の
完
成
を
見

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
行
は
に
大
明
几
年
冬
か
翌
六
年
朴
頃
か

ら
病
状
が
悪
化
し
だ
し
た
こ
と
を
想
定
す
る
と
、
退
役
理
rlが
「病

身
」
で
あ
る
こ
と
に
も
筋
が
通
る
加
え
て
、
中
野
家
の
経
営
戦
略

か
ら
す
る
と
親
類
緑
者
に
辿
詞
を
打
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
間
追
い

な
く
、
に
も
拘
ら
ず
中
野
家
が
忠
次
郎
（
志
筑
忠
雄
）
の
実
家
へ
の

／
戻
り
を
許
し
た
の
は
、
や
は
り
稽
ト
11
通
詞
を
継
続
し
え
な
い
よ
う

な
体
晶
と
な
っ
た
こ
と
が
抒
敗
に
あ
っ
た
と
見
ら
れ
、
そ
の
際
、
地

役
人
株
の
＂
冗
却
ま
た
は
譲
渡
先
の
見
通
し
が
立

つ
て
か
ら
辞
耽
さ
せ

た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

以
K
を
勘
案
し
て
、
前
に
掲
げ
た

(B
)、
す
な
わ
ち
八
代
口
忠

次
郎

（志
筑
忠
雄
）
は
天
明
六
年

（の
五
月
二
八
H
以
前
）
に
退
役

し
、
同
年
（
の
五
月
二
八

11ま
で
）
に
九

f
t
u次
て
郎
が
就
任
し
た

と
考
え
る
2

（一．）

退
役
の
11屈

志
筑
忠
雄
の
稽
占
通
叫
退
役
の
行
批
に
は
、
「
病
身
」
以
外
の

t

梢
も
少
な
か
ら
ず
什
任
し
て
い
る

ま
ず
、
志
筑
忠
雄
が
稽
占
辿
詞
を
勤
め
て
い
た
頃
の
通
詞
の
役
戦

と
そ
の
配
閻
状
況
に
つ
い
て
見
て
お
こ
う
時
代
に
よ

っ
て
楳
な
る

が
、
前
掲
の

「寄
崎
次
第
」
に
よ
れ
ば
、
辿
詞
は

H
付
と
大
通
詞
を

喰
頭
に

、

以
F

、
小
通
詞
、
小
通
詞
助
、
小
通
訓
並
、
小
通
~
末
席
、

小
辿
詞
木
席
兄
宵
、
稽
古
辿
渦
、
稽
占
辿
~
見
宵
、
内
通
れ
と
続
く。

志
筑
が
勤
め
た
稽
占
辿
冽
は
二
五
人
も
の

IE戟
者
が
認
め
ら
れ
る
一

方
、
そ
の
一
っ

K
の
役
職
の
小
通
刷
木
席
兄
晋
は

一
人
し
か
い
な
い

よ
う
に
、
外
進
で
き
る
の
は
僅
か
な
人
数
で
あ
っ
た
そ
こ
か
ら
四

段
階
ほ
ど
の
外
任
を
経
て
小
通
叫
、
さ
ら
に
は
大
通
詞
に
ま
で
上
り

詰
め
る
と
な
る
と
、
一
ガ
な
ら
ず
狭
き
門
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
安

水

・
犬
明
年
間
は
全
体
的
に
ほ
と
ん
ど
異
動
が
な
く
、
「
稽
占
辿
洞
」

の
ま
ま
辿
詞
戟
を
終
え
る
人
物
も
Ill
て
く
る
な
ど
、
家
柄
の
良
い
者

を
除
い
て
通
剖
社
会
は
川
世
の
比
通
し
が
立
た
な
い
閉
塞
的
な
状
況

で
あ
っ
た
名
時
志
筑
家
か
ら
は
大
辿
叫
が
出
た
こ
と
も
な
く
、
出

世
を
考
え
る
と
絶
咆
的
な
状
況
で
あ
っ
た
。

次
に
、
志
筑
忠
雄
が
勤
め
た
「
棺
占
通
叫
」
の
戯
務
内
容
を
見

て
み
よ
う
幼
少
期
に
通
詞
を
勤
め
た
石
橋
政
方

(
-
八
四

0
1

一
九
一
六
）
の
経
験
が
開
き
朴
き
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
る
。

も
と
よ
り
卜
歳
に
も
な
ら
ぬ

f
供
の
巾
で
、
何
が
何
や
ら

一
向

に
分
か
り
も
し
な
か

っ
た
が
、
そ
れ
で
も
朝
μ
く
出
勤
し
て
、

ヒ
役
の
人
々
が
し
き
り
に
チ
ー
／
＼
バ
ー
／
＼
い
う
の
を
呆
れ

て
聞
い
て
い
た
｀
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政
方
の
証
「
け
を
信
川
す
る
限
り
、
「
稽
占
通
副
」
は
「
rlで
11
」
を
も
っ

て
立
ち
佃
る
必
要
は
な
く
21
、
そ
の
戦
務
内
容
は
、
「
卜
歳
に
も
な

ら
ぬ

f
供
」
が
通
洞
の
仕
事
を
た
だ
見
て
い
る
だ
け
の
、
文
字
辿
り

f
と
も
扱
い
の
仕
巾
で
あ
っ
た
。
時
に
は
商
館
長
に
会
話
の
綽
晋
を

つ
け
て
も
ら
う
機
会
も
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
あ
く
ま
で
初
歩
の
内
容

に
す
ぎ
な
か
っ
た
よ
う
だ
；

か
よ
う
な
能
力
不
要
の
閑
戦
に
志
筑
忠
雄
は
一
ヒ
栽
か
ら
二
し
歳

ま
で
卜
年
間
勤
め
た
周
囲
よ
り
随
分
年
艮
で
稽
占
通
詞
と
な
っ
た

こ
と
に
利
当
の
屈
辱
感
を
伐
え
た
で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
後
も
か
よ
う

な
職
務
で
は
各
種
の
ボ
内
で
見
せ
た
才
能
や
学
識
を
発
揮
す
る
機
会

も
な
く
、
ま
た
、
家
柄
と
人
間
関
係
だ
け
が
要
の
辿
叫
社
会
で
は
そ

の
能
jJが
評
価
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
蘭
k
1
に
接
す
る
旨
み
は
あ
っ

て
も
、
挫
折
の
IJ
々
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

さ
ら
に
、
「
稽
占
辿
詞
」
の
志
筑
が
観
察
し
て
い
た
通
詞
と
い
う

仕
れ
の
本
灯
は
「
曲
人
的
な
役
人
」
で
あ
っ
た
。

大
半
の
通
~
は
知

的
好
奇
心
を
持
っ
て
西
洋
の
学
問
に
取
り
組
む
ど
こ
ろ
か
、
正
確
な

オ
ラ
ン
ダ
語
の
通
ボ

・
翻
訳
で
さ
え
も
眼
中
に
な
く
、
た
だ
自
身
の

立
場
に
利
が
あ
る
よ
う
に
弁
舌
を
巧
み
に
使
い
分
け
た
り
、
都
合
に

応
じ
て
原
文
と
は
翼
な
る
訳
文
を
作
成
し
た
り
し
て
御
川
を
こ
な
し

つ
つ
、
利
権
を
活
川
し
て
儲
け
を
得
る
こ
と
を
、
E
眼
と
し
て
い
た
。

と
こ
ろ
で
、
前
に
引
川
し
た
「
天
文
行
隕
」
序
の
最
後
部
に
「
足

故
保
＇
投
之

ー
暇
則
，
必
¢
ぃ
紅
，
毛
＇
と
；
呵
、
柳
ば
以

．五
E
ス

梢
悶
ヮ
也

(
I
I
n
心
故
に
保
炎
の
暇
あ
れ
ば
UIJ
ち
必
ず
紅
毛
の
品
を

ボ
し
、
卿
か
以
て
伯
悶
を
解
く
な
り
）」

と
認
め
ら
れ
る
が
、
何
と

志
筑
忠
雄
は
療
11の
時
間
に
は
必
ず
曲
村
翻
ぶ
を
し
、
し
か
も
こ
の

行
勾
に
よ
っ
て
「
禎
悶
を
解
」
い
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
志
筑

の
「
病
気
」
が
巡
動
機
能
の
疾
息
が
原
因
で
あ
れ
ば
、
同
年
同
月
に
「
天

文
管
幽
」
と
大
部
の
「
Ji
旧
行
幽
」
と
の
一

ー作
を
KlJ
き
上
げ
た
こ
と
や
、

翌
年
以
降
の
精
力
的
な
翻
成
泊
動
の
品
明
が
つ
か
な
い
よ
っ
て
そ

の
「
病
気
」
は
籾
神
疾
息
に
因
る
も
の
と
考
え
る
の
が

n然
で
あ
る

と
も
あ
れ
、
不
枇
出
の
才
能
と
並
々
な
ら
ぬ
蘭
学
へ
の
情
然
を
持

ち
、
さ
ら
に
次
究
で
述
べ
る
よ
う
に
学
者
と
し
て
の
然
る
べ
き
地
位

と
戦
務
を
求
め
た
ぷ
筑
忠
雄
は
、
「
稽
古
通
叫
」
と
い
う
仕
巾
、
そ

し
て
「
通
洞
」
と
し
て
の
将
来
に
嫌
気
が
さ
し
て
い
た
こ
と
が
、
「
刹

身
」
と
と
も
に
通
詞
退
役
の
秤
屈
に
什
在
し
て
い
た
9

二
、

朱
f

学
的
発
想
か
ら
誡
み
鮒
く
ぷ
筑
忠
雄
—
西
詐
に
対
す
る

眼
差
し
と
仕
Wili動
ー

志
筑
忠
雄
は
西
洋
の
学
問
に
魅

f
さ
れ
、
そ
の
生
涯
の
大
半
を
蘭

k
1
1
翻
ボ
に

ttや
し
た
が
、

一
方
で
西
洋
に
対
す
る
批
判
的
あ
る
い
は

悔
蔑
的
な
表
現
を
残
す
こ
と
も
あ
っ
た
。

例
え
ば
、
ニ
―
ぷ
成
時
に
沢
し
た
「
天
文
管
隕
」
（

一
じ
八
ご
年
八

月
序
）
の
序
文
U
頭
に
は
「
華
夷
雖
t
1

レ
巽
リよ
而
人
＇
情

ハ一

也
ナリ

(
I
I
栢
火
異
な
る
と
雖
も
人
情
は
―
つ
な
り
）
」
と
品
し
て
お
り
、
そ
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の
他
「
犬
文
行
幽
」
全
体
を
通
し
て
、
「
蛮
語
」
、「蛮
Itリ
」
、
「
蛮
品
」
、「蛮

ガ
」
、
「
蛮
人
」
と
い
う
汀
鉗
を
用
い
て
い
る
さ
ら
に
、

二
六
歳
時

の
若
片
「
鉤
股
新
編
」
（
一し
八
五
年

—
_
-J
I序
）
で
は
、

そ
の
序
題

を
「
紅
必

n術
鈎
股
新
編
序
」
と
付
し
た
ほ
か
、
西
洋
人
を
「
被
髭

之
人
」
と
表
現
し
、
こ
れ
は
す
な
わ
ち
「
論
項
把
で
野
蛮
の
象
徴
と

さ
れ
た
「
被
髪
」

（嬰
を
振
り
乱
す
こ
と
）
を
指
す
が
、
か
よ
う
な

IKIに
は
「
打
れ
臣
打
父

f
、
而
無
忠
考
之
教
、
打
武
備
打
法
律
、
而

無
礼
楽
之
化

(11
れ
臣
打
り
て
父

f
1
1る
も
忠
考
の
教
無
く
、
武
備

打
り
て
法
律
11る
も
礼
楽
の
化
無
し
）」

と
、
忠
孝
の
教
え
や
礼
楽

が
無
い
こ
と
を
説
く
。
い
ず
れ
も
伝
統
的
な
崩
火
思
想
に
基
づ
い
て

汀
菜
が
綴
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
i
l
o

さ
ら
に
「
天
文
行
閾
」
と
同
年
圃
月
に
紺
ん
だ
「
JJ国
行
閾
」
で
は
、

両
洋
の
植
民
地
活
動
や
略
秩
に
つ
い
て
心
し
て
お
り
、
「
終
国
々
ヲ

稼
フ
故
二
属
国
多
シ
，
ぷ
ヒ
テ
悪
ム
ヘ
ク
恐
ル
ヘ
キ
ノ
甚
シ
キ
者
ナ
リ

ぷ
」
と
批
判
し
、
西
祥
人
の
性

11を
「
共
人
物
甚
残
忍
不
慈
而
モ
西

詐
ヲ
最
甚
シ
ト
ス
惣
シ
テ
邪
蘇
諸
国
ノ
人
気
梢
至
テ
殺
伐
ニ
シ
テ

カ
9

同
ヲ
治
ル
ニ
猛
威
ヲ
ヒ
ト
ス
。
故
二
共
楽
哀
テ
其
礼
和
セ
ス

J

」
と

述
ぺ
て
い
る
。
ま
た
、
前
掲
の
「
鈎
股
新
紺
」
序
で
も
、
「
Ill約
咆

I

ア

且
の
ア
ダ
ム
（
亜
山
J
)

と
ノ
ア
（
納
亜
）
に
触
れ
、
卜
孫
が
IIq
大

陸
に
広
ま
っ
た
こ
と
に
1.d
及
し
、

11本
が
今
に
至
る
ま
で
「
納
而
孫

f
」
と
な
ら
な
か

っ
た
の
は
、
偶
然
で
は
な
く
、
「
得
専
万
国
之
秀

也

(11
導
ら
Jj
国
の
秀
を
得
る
な
り
）
」
で
あ
る
か
ら
だ
と
す
る
口

吉
田
忠
の
『

9

墨い
う
よ
う
に
、
行
き
志
筑
忠
雄
は
確
か
に
保
守
的
な
思
想

の
持
、
E
と
も
一立11
え
る
が
、
む
し
ろ

一
般
的
な
旅
夷
思
想
の
範
囲
内
で

の
発

―-d
で
も
あ
り
、
思
想
と
•
,
r
J

う
よ
り
は
志
筑
が
付
し
て
い
た
学
問

と
、
ボ
行

（役
人
）
と
し
て
の
立
場
に
対
す
る
強
い
意
淑
か
ら
、
か

よ
う
な
表
現
と
な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
米
火
思
想
に
基
づ
い
た
衣
現
が
散
在
す
る

「鈎
股
新
編
」

の
凡
例
に
相
名
す
る
「
題
げ
」
に
注
11す
る
と
、
志
筑
忠
雄
は
、
典

拠
と
し
た
「
犬
文
学
・物
理
学
入
門
」
蘭
語
版
の
苔
者
キ
ー
ル
を
「
極

，
西
、
天
、
使
‘
国
ー
人
、
奇
、
児
｀
氏
」
と
記
し
て
い
る
「
極
両
」

は
H
本
か
ら
西
洋
を
眼
差
し
た
謂
で
あ
る
が
、

9

打
者
キ
ー
ル
に
、

一

方
な
ら
な
い

（珍
し
い
、
不
息
議
で
あ
る
、
優
秀
で
あ
る
）
と
い
う

慈
を
含
ん
だ
「
奇
」
字
を
ヤ
ー
て
8

、
加
え
て
、
杯
題
で

「紅
夷
」
と

し
た
出
身
国
イ
ギ
リ
ス
を
、
題
汀
で
は

「
火
使
の
IAl
q」
と
す
る

（本

文
で
も
ニ
ュ
ー
ト
ン
〔
一s
a
a
c
N
e
wto
n
〕
を
「
天
．
使
．
国

1

人
」
と

し
て
い
る
）
少
な
く
と
も
こ
れ
ら
の
目
俎
沿
い
は
華
夷
息
想
に
基

づ
か
な
い
中
立
的
な
表
現
で
、
敬
慈
や
ヴ
巫
の
念
ま
で
含
ま
れ
て
い

る
よ
う
で
あ
る

そ
も
そ
も
志
筑
忠
雄
は
「
世
界
の
複
数
性
」
を
理
解
し
て
い
た

JO

ニ
ト
代
111策
に
編
纂
し
た
と
推
定
さ
れ
る
海
ヒ
珍
奇
集
」
に
注
ll

し
て
み
よ
う

l
l

本
K
リ
は
プ
リ
ニ
ウ
ス
「
T
i巻
附
物
t
~
J蘭
点
版
8

の
抄
訳
で
あ
る
が
ー
、
そ
の
序
に
次
の
よ
う
な
文
窄
が
あ
る
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ガ
ヒ

大
既
世
俗
之
心
、
共
見
ル
所
ヲ
倍
シ
テ
其
小
見
所
ヲ
不
侶
然

ト
モ
、
天
ド
之
広
大
成
中
二
無
異
物
哉
火
ガ
物
之
生
ス
ル
ヤ
、

千
ン
絣
ヲ
Jj端
ニ
シ
テ
各
不
圃

3

始
ヲ
以
或
ハ
如
虎
、
又
孔
化

之
如
ク
、
彩
色
之
物
打
リ
人
モ
又
不
一
成
粁
ヘ
ハ

Jj
国．
J

語
各
別
ツ
成
ル
カ
如
シ
依
之
観
＂
心
、
物
杵
不
奇
成
ハ
無
シ

31

現
代
語
ボ
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る

「
llt俗
の
人
は
、
そ
の

11
で
見
た
も
の
を
信
じ
、
見
て
い
な
い
も

の
は
付
じ
な
い
し
か
し
広
大
な
枇
界
に
あ
っ
て
、
巽
物
（
知
ら
な

い
も
の
）
が
な
か
ろ
う
か
（
広
大
な
枇
界
に
は
）
様
々
な
生
物
が

生
ま
れ
る
が
、
千
粘
万
瑞
で
あ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
沢
な
る
そ
う
い
わ

う
わ
け
で
、
あ
る
も
の
は
虎
の
よ
う
で
、
ま
た
、
礼
雀
の
よ
う
で
、

色
彩
也
か
な
も
の
も
あ
る
例
え
て
一『い
え
ば
｀

lit界
各
団
の
一
1
9
語
が

異
な
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
こ
の
こ
と
を
跨
ま
え
て
考
え

れ
ば
、
物
に
は
全
て
お
か
し
い
も
の
は
な
い
」

こ
こ
に
は
、
相
対
的
な
観
点
か
ら
「
批
界
の
複
数
性
」
が
述
べ
ら

れ
て
い
る
が
、
志
筑
忠
雄
が
晩
年
に
汗
し
た
と
見
ら
れ
る
「
四
維
図

説
に
も
ょ
、

11本
と
西
洋
の
学
間
を
相
対
的
に
比
較
し
た
発
口
が

確
認
で
き
る
＂

千
按
二
、
総
シ
テ
数
理
ノ

11
ヲ
論
ル
ニ
及
テ
ハ
、
和
漢
ト
イ
ヘ

ト
モ
西
国
ノ
細
密
ナ
ル
ニ
シ
カ
ズ
盛
兵
盈
虚
ノ
近
理
ヲ
論
ス

ル
ニ
及
テ
ハ
、
彼
遥
二
我
下
ニ
ア
リ
。
然
レ
ハ
彼
力
学
ハ
天
ノ

形
気
二
於
シ
、
此
ガ
学
ハ
反
ノ
命
理
二
於
シ
、
彼
ハ
巧
ヲ
爪
シ
、

此
ハ
妙
ヲ
爪
ス
ル
コ
ト
知
ス
ペ
シ
ル

ぷ
筑
忠
雄
は
両
洋
の
天
文
学
や
計
籾
の
緻
密
さ
が
和
淡
に
勝
る
こ

と
を
認
め
て
お
り
、
ー
ガ
で
、
和
漢
が
西
洋
よ
り
悛
れ
て
い
る
の
は
、

盛
襄
盈
虚
の
追
理
な
ど
天
の
命
理
を
知
る
術
だ
と
す
る
と
に
か
く
、

こ
こ
に
は
ぷ
筑
の
西
洋
の
学
問
に
対
す
る
敬
点
や
作
碩
が
見
て
収
れ

る
が
、
前
に
見
た
報
夷
思
想
と
の
関
係
に
お
い
て
、
い
か
に
理
解
す

べ
き
で
あ
ろ
う
か

志
筑
忠
雄
の
学
間

・
教
介
枯
盤
を
構
築
し
た
明
和
か
ら
KIyi
期
の

状
況
を
名
え
る
と
、
や
は
り
朱

f
学
の
文
脈
か
ら
読
み
解
く
必
要
が

あ
ろ
う
例
え
ば
、
平
生
を
代
や
し
て
後
年
完
成
さ
せ
た
「
肝
象
新

占
」
(
-
八

0
二
年
―

0
月
）
は
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
物
理
学
占
で
あ
る
キ
ー

ル

:
K文
学
・物
理
学
入
門
j

の
ボ
It1
で
あ
っ
た
が
、
物
代
・粒

f
.

引
力
な
ど
JJ学
の
基
本
概
念
を
朱
f
学
（
宋
学
）
の
「
気
」
の
概
念

で
志
筑
が
再
鮒
釈
し
た
も
の
で
あ
っ
た
”

と
に
か
く
、
朱
子
学
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
蘭
学
は
朱

f
学
（
漢

学
）
と
対
等
に
並

t
す
る
―
つ
の
学
問
分
野
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で

朱

f
学
に
内
包
し
う
る
も
の
で
あ
っ
た
西
詐
の
学
間
を
研
究
す
る

こ
と
は
、
つ
ま
り
は
朱

f
学
の
「
格
物
致
知
」
の
一
巧
で
あ
り
、
ひ

い
て
は
「
（
修
身
斉
家
）
治
liJ
平
反

F
」
に
繋
が
る
営
為
で
あ
っ
た
。
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そ
う
考
え
る
と
、
西
洋
に
対
し
て
、
旅
必
思
想
的
な
茂
視
や
植
民
地

活
動
へ
の
批
判
を
布
し
な
が
ら
、
そ
の
学
間
に
敬
烈
や
心
頂
の
念
を

抱
い
て
い
た
発
想
の
況
明
が
つ

v
eつ
ま
り
、
か
よ
う
な
朱

f
学
的

発
想
を
根
底
に
、
志
筑
忠
雄
は

「格
物
致
知
」
の
発
想
か
ら
「
夷
」

で
あ
る
西
洋
の
学
間
の
優
れ
た
点
を
認
め
、
「
治
国
平
尺
F
」
の
志

を
抱
い
て
そ
の
研
究
に
生
涯
を
枠
げ
た
の
で
あ
る

と
こ
ろ
が
、
辿
詞
を
退
役
し
た
天
明
六
年

（一

じ
八
六
）
以
降
は
、

二
1

一栽
時
の
抒
作
「
天
文
管
隕
」
で

「保
，
炎
之
，
暇

則

，
必
ス
沢
、ノ

紅
，
毛
之
，
語
『
、
卿
ぶ
以
｀
解

x
tn悶
＂
也

(
11
保
炎
の
暇
あ
れ

ば

UIJ
ち
必
ず
紅
毛
の
語
を
ボ
し
、
闊
か
以
て
悧
悶
を
解
く
な
り
）」

と
述
べ
た
よ
う
な
、
楽
し
み
と
し
て
い
た
翻
訳
活
動
も
ま
ま
な
ら
な

い
ほ
ど
の
体
淵
と
な

っ
た
よ
う
で
あ
る
r

才
能
に
対
す
る
杓
持
の
傍

ら
、
「9
廂

懐
，

身
無
ンr

寸
＇

分
之
，
功

空

ク
辱
ムルコト
9

ー公
禄
之

前
，
而
不
，函暇
う
太
息

(
I
I
I
罪
に
身
に
寸
分
の
功
無
き
を
懐
い
、

し
と
9

空
し
く
公
禄
の
煎
を
辱
む
る
こ
と
、
太
息
に
暇
あ
ら
ず
）」
と
い
う

想
い
は
、
年
齢
を
代
ね
る
に
つ
れ
、

一
附
強
く
な
っ
た
に
迩
い
な
い

よ
う
や
く
沢
内
を
成
し
た
の
は
、
党
政
し
年

（
一
じ
几
五
）
年
ニ

｝
の
奥
内
を
れ
す
る
小
冊
の

「
阿
羅
祭
亜
来
歴
」
で
あ
っ
た
。
フ
ァ

レ
ン
テ
イ
ン
新
In束
イ
ン
ド
中
9

」
ょ
の
抄
ボ
で
あ
る
本
代
は
、
ロ

シ
ア
か
ら
辿
商
を
求
め
て
米

nし
た
使
節
ラ
ク
ス
マ
ン

(A
d
a
m

Kiri
―lov
ic
h
 L
a
k
s
ma
n
)

の
根
室
米
航

（一

し
几
二
年
九
J
)
を
受

け
て
成
出
さ
れ
た
。
内
容
は
ロ
シ
ア
が
東
方
に
進
出
し
た
米
歴
を
描

い
た
く
だ
り
を
ボ
出
し
た
も
の
で
、
途
中
、
シ
ベ
リ
ア
を
併
打
し
た

経
緯
や
、
ロ
シ
ア
と
泊
朝
中
国
が
国
境
を
両
定
し
た
ネ
ル
チ
ン
ス
ク

で
の
会
談
の
経
過
も
記
さ
れ
て
い
る
り
〇

―-
£
六
歳
の
志
筑
忠
雄
が
海
外
情
勢
と
い
う
新
し
い
分
野
の
翻
訳
に

取
り
組
み
だ
し
た
行
屎
に
は
、
再
仕
宜
に
対
す
る
強
い
願
切
上
が
什
在

し
た
と
見
ら
れ
る
＂

た
だ
し
、
志
筑
が
希
求
し
た
の
は
、
通
剖
ヘ

の
再
任
で
は
な
く
、
古
代
の
位
学
者
あ
る
い
は
荻
生
祖
棟
の
よ
う

に
、俗
府
や
泄
に
抜
擢
さ
れ
、
「治
国

f
天
ド
」
に
荘
く

「格
物
致
知
」

的
な
学
問
と
教
授
を
行
う
、
い
わ
ゆ
る
湘
似
や
そ
れ
に
類
す
る
学
者

の
ポ
ス
ト
と
考
え
ら
れ
る
“

そ
の
た
め
、

一
介
の
尚
家
中
野
「
姓
」

で
は
な
く
、
既
に
窃
を
失
っ
て
い
た
阿
蘭
陀
通
洞

「志
筑
」
姓
を
抒

名
し
た
の
で
あ
る
う
窃
政

ー
0
年

（
一
し
几
へ
）
夏
に
完
成
を
見

た

「
オ
ク
タ
ン
ト
之
叫
」
に
も

「志
筑
」
姓
を
JIJ
い
て
お
り
、
航
海

技
術
の
摂
取
の
み
な
ら
ず
、
海
外
情
勢
察
知
の

一
閑
と
し
て
ぶ
出
し

た
も
の
と

H
さ
れ
る

そ
し
て
乍
利
元
年

（一

八
0
-
)
八

H
、
志
筑
忠
雄
は
四
一
．
歳
に

し
て
ケ
ン
ベ
ル

「
11本
ャ
2
j

蘭
揺
版
よ
り
附
鎌
第
六
紺
の
論
文
を

「鉗

国
論
」
と
題
し
て
ポ
出
し
た
，
ケ
ン
ベ
ル

「
11本
t
と
は
西
洋
に
お

け
る
I
J
本
観
を
知
る
上
で
始
咽
要
文
献
で
あ
り
、
し
か
も
附
録
第
4

ハ

編
は
、
［
本
の
対
外
閲
係
に
つ
い
て
論
じ
る
と
と
も
に
、
11本
が
打

す
る
各
種
の
侵
秀
性
と
も
言
え
る
条
件
を
述
べ
た
内
容
で
あ
っ
た

J

年
齢
と
体
曲
か
ら
考
え
る
と
、
志
筑
忠
雄
に
と

っ
て
は
仕
官
へ
の
穎
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い
を
込
め
た
紋
後
の
仕
巾
で
、
本
の
重
要
性
や
沢
出
部
分
の
内
容
か

ら
目
っ

て
も
LII値
作
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る

原
文
を
忠
実
に
ボ
し
た

「
阿
羅
祭
亜
来
歴
」
や

「
オ
ク
タ
ン
ト
之

記
」
に
お
け
る
翻
ボ
姿
勢
と
は
異
な
り
、
「鎖
国
論
」
ボ
出
に
あ
た

っ

て
は
、

n材
の
翻
ボ
ヘ
の
こ
だ
わ
り
を
殺
し
、
原
文
の
文
脈
を
損
な

う
形
で
、
ポ
夷
思
想
に
基
づ
い
た
-T
染
と
時
折
排
外
的
な
文
背
や
注

を
織
り
交
ぜ
た
沢
文
を
綴
っ
た
。
そ
の
姿
勢
に
島
井
裕
災
f
は
志
筑

が
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
文
脈
で
の

n本
中
心
的
思
考
を
介
し
て
い
た
可
能

性
を
見
て
い
る
が

13
、
そ
う
で
は
な
く
、
そ
の
行
後
に
志
筑
忠
雄
の

学
間
の
根
底
に
あ
っ
た
華
火
思
想
と
、
そ
し
て
そ
れ
以
上
に
、
平
戸

藩
へ
の
登

fflの
期
待
か
ら
、
な
い
し
は
平
戸
藩
主
松
捕
惜
山
を
迎
じ

て
條
府
や
藩

t
な
ど
の
布
ル
者
に

「飢
国
論
」
が
読
ま
れ
、
そ
こ
か

ら
仕
官
の
声
が
か
か
る
こ
と
を
意
識
し
て
成
樅
し
た
事
梢
を
想
定
す

る
と
、
そ
の
翻
ぶ
姿
勢
が
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
＂

お
わ
り
に

紋
後
に
本
松
で
得
た
成
果
を
総
括
し
て
お
く

ま
ず
、
志
筑
忠
雄
の
退
役
の
年
時
と
行
娯
を
解
明
し
た
。
三
井
越

後
給
の
長
綺
で
の
御
川
逹
で
あ
っ
た
洛
札
廂
中
野
家
は
、
安
永
五
年

（ー

ヒ
ヒ
六
）
に
地
役
人
株
を
賭
人
し
て
同
家
三
代
用
助
の
五
男
忠

次
郎

（志
筑
忠
雄
）
を
阿
蘭
陀
辿
洞
志
筑
家
の
必
卜
に
人
れ
、
同
人

は
志
筑
家
八
代
と
し
て
稽
占
通
剖
と
な
っ
た
。「
天
文
行
隕
」
序
に

は
天
明
一
．年

（
一
ヒ
八
二）

八
JJ時
点
で
数
年
間
病
気
の
た
め
に
紐

居
し
て
い
た
と
い
う
発
日
が
認
め
ら
れ
、
よ
っ
て
詞
年
以
前
の
数
年

間
は
休
臓
扱
い
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る

し
か
し
な
が
ら
、

「
火
文
竹
閥
」
と
「
万
国
行
脳
」
を
成
し
た
天

明
二
年
八
Jj以
降
の
状
況
は
一
変
し
、
岡
斤
年
ま
で
に
次
々
と
翻
沢

を
成
し
遂
げ
う
る
よ
う
な
体
溝
に
回
復
し
た
。
そ
の
間
の
ボ
K
リの

一

っ
「
鈎
股
新
編
」
序
で
は
、
自
身
が
阿
蘭
陀
辿
洞
の

F
役

（稽
古
通
詞
）

と
し
て
勤
め
て
い
る
こ
と
を
証
行
し
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
少
な
く
と

も
天
明
五
年
二
．JI-
五
日
時
点
で
志
筑
忠
雄
が
稽
古
通
洞
で
あ
っ
た

こ
と
は
疑
い
な
い
れ
実
と
な

っ
た

圃

Jt
に
は
「
天
文
如
ll
幽
」
序
で

見
せ
た
よ
う
な
胤
辱
感
に
滴
ち
た
自
お
的
な
発
臼
は
認
め
ら
れ
ず
．

さ
ら
に
、
翌
年
朴
に
大
槻
玄
沢
と
数
度
接
見
し
て
い
る
様

rか
ら
し

て
、
現
楊
復
帰
も
呆
た
し
て
い
た
も
の
と

nさ
れ
る

J

と
こ
ろ
が
、
天
明
六
年
か
ら
約
八
年
間
翻
ボ
泊
動
が
停
滞
し
て
い

る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
犬
明
五
年
の
冬
か
ら
翌
六
年
の
春
あ
た
り
に

再
ぴ
病
状
が
悪
化
し
だ
し
、
地
役
人
株
の
売
却
あ
る
い
は
譲
渡
先
の

見
通
し
が
吃
っ
た
天
明
六
年
の
五
月
二
八
0
ま
で
に
、

「病
身
」
を

理
111と
し
て
志
筑
忠
雄
は
稽
占
通
詞
を
退
役
し
、
伺
年
次

1

1

一郎
が
志

筑
家
の
跡
を
嬰
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

そ
の
他

、

通
~
退
役
の
行
い
代
に
は
、
安
永・
天
明
期
に
お
け
る
出

世
の
見
通
し
が
立
た
な
い
辿
詞
社
会
の
閉
塞
的
状
況
が
什
在
し
た

加
え
て
、
不
世
出
の
オ
能
と
並
々
な
ら
ぬ
蘭
学
へ
の
情
熱
を
持
ち
、

-31-



学
者
と
し
て
の
然
る
べ
き
地
位
と
戯
務
を
求
め
た
志
筑
忠
雄
に
と
っ

て
、
稽
古
通
~
の
仕
＂
と
通
詞
と
し
て
の
将
米
は
と
て
も
満
足
で
き

る
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

次
に
、
志
筑
忠
雄
の
首
動
を
朱

f
学
的
発
想
か
ら
理
鮒
す
る
こ
と

を
提
起
し
た
。
志
筑
は

llt界
の
複
数
性
を
理
解
し
、
洒
洋
の
学
問
に

敬
慈
を
抱
き
つ
つ
も
、
そ
の
学
問
の
根
底
に
あ
っ
た
旅
必
思
想
か
ら

西
洋
を
眼
差
し
て
い
た
，
朱

f
学
の
立
場
で
は
、
蘭
学
は
朱
子
学
（
漢

学
）
と
対
等
に
並
立
す
る
学
問
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
朱

f
学
に
内

包
し
う
る
も
の
で
あ
っ
た
。
西
洋
の
学
識
を
研
究
す
る
こ
と
は
朱
f

学
の
「
格
物
致
知
」
の
一
環
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
「
（
修
身
斉
家
）

治
国

f
犬
下
」
に
繋
が
る
営
為
で
あ
っ
た
そ
う
考
え
る
と
、
西
洋

に
対
し
て
、
作
JJIll心
想
的
な
蔑
視
や
植
民
地
活
動
へ
の
批
判
を
打
し

な
が
ら
、
そ
の
学
問
へ
の
憧
悦
や
敬
衣
を
抱
い
て
い
た
発
想
の
品
Ivl

が
つ
く

さ
て
、
天
nJj六
年
（
一
し
八
六
）
の
稽
占
辿
詞
退
役
の
後
、
短
紺
「
火

器
発
法
伝
」
の
成
秘
を
除
け
ば
、
八
年
ほ
ど
志
筑
忠
雄
の
翻
ボ
括
動

は
停
滞
し
た
次
に
完
成
を
見
た
の
は
、
フ
ァ
レ
ン
テ
イ
ン
新
Ill

求
イ
ン
ド
じ
と
の
中
か
ら
ロ
シ
ア
が
東
力
に
進
出
し
た
来
歴
を
描
い

た
く
だ
り
を
ボ
出
し
た
小
冊
の
「
阿
羅
祭
亜
来
歴
」
（
一
ヒ
九
五
年

「
JJ)
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
沢
出
抒
依
に
は
、
ロ
シ
ア
か
ら
通
商
を

求
め
て
米
H
し
た
使
節
ラ
ク
ス
マ
ン
の
根
室
来
航
（
一
ヒ
九
二
年
九

J
)
が
什
在
し
た
。

二
天
歳
の
志
筑
忠
雄
が
海
外
梢
勢
と
い
う
新
し
い
分
野
の
翻
沢
に

取
り
組
み
だ
し
た
の
は
、
再
仕
宜
を
強
く
頻
望
し
て
い
た
こ
と
に
よ

る
も
の
と
見
ら
れ
る
た
だ
し
、
志
筑
が
希
求
し
た
の
は
、
通
洞
ヘ

の
再
任
で
は
な
く
、
硲
府
や
藩
に
抜
擢
さ
れ
、
「
治
国
ヤ
天
F
」
に

荘
く
「
格
物
致
知
」
的
な
学
問
と
教
授
を
行
う
、
い
わ
ゆ
る
藩
闊
や

そ
れ
に
類
す
る
学
者
の
官
職
と
考
え
ら
れ
る
そ
の
た
め
、
一
介
の

商
家
中
野
「
姓
」
で
は
な
く
、
既
に
窮
を
失
っ
て
い
た
阿
瀾
陀
辿
詞

「
志
筑
」
姓
を
愕
名
し
た
の
で
あ
ろ
う

そ
し
て
浮
和
元
年
(
-
八

0
I

)

八
月
、
志
筑
忠
雄
は
四
二
歳
に

し
て
「
鎖
同
論
」
を
沢
Illし
た

r

底
本
と
し
た
ケ
ン
ペ
ル
「
U
本
誌
」

は
西
洋
の

n本
観
を
知
る
上
で
の
紋
爪
要
文
献
で
あ
り
、
し
か
も
附

録
窮
六
編
は

H
本
の
対
外
関
係
に
つ
い
て
論
じ
る
と
と
も
に
、

H
本

が
打
す
る
各
種
の
優
秀
性
と
も
―
f

い
え
る
条
件
を
述
ぺ
た
内
容
で
あ
っ

た
J

年
齢
と
体
調
か
ら
考
え
る
と
、
志
筑
忠
雄
に
と
っ
て
は
仕
官
ヘ

の
泣
後
の
顧
い
を
込
め
た
仕
fJt
で
、
本
の
重
要
性
や
沢
出
部
分
の
内

容
か
ら
言
っ
て
も
、
11絹
作
で
あ
っ
た
に
辿
い
な
い

原
文
を
忠
実
に
ぶ
し
た
「
阿
羅
祭
亜
来
歴
」
や
「
オ
ク
タ
ン
ト
之

必
」
に
お
け
る
翻
よ
姿
勢
と
は
箕
な
り
、
「
鎖
国
品
」
訳
出
に
あ
た
っ

て
は
、

n身
の
翻
出
へ
の
こ
だ
わ
り
を
殺
し
、
原
文
の
文
脈
を
損
な

う
形
で
、
華
夷
思
想
に
基
づ
い
た
百
菜
と
時
折
排
外
的
な
文
衣
や
注

を
織
り
交
ぜ
た
ポ
文
を
綴
っ
た
。
行
屈
に
志
筑
忠
雄
の
学
削
の
根
底

に
あ
っ
た
作
夷
息
想
と
、
そ
し
て
そ
れ
以
L
に
、
平
戸
溜
へ
の
登
JIJ
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の
期
待
か
ら
、
な
い
し
は
平
戸
溜
主
松
捕
浄
山
を
通
じ
て
條
府
や
湘

t
な
ど
の
打
力
者
に
「
領
国
論
」
が
証
ま
れ
、
そ
こ
か
ら
仕
官
の
州

が
か
か
る
こ
と
を
慈
識
し
て
成
松
し
た
巾
情
を
想
定
し
て
、
そ
の
翻

訳
姿
勢
を
理
解
す
ぺ
き
で
あ
る

「
鎖
国
論
」
を
も

っ
て
し
て
も
仕
行
が
叶
わ
な
か

っ
た
志
筑
忠

雄
は
、
翌
年
に
半
生
を
代
や
し
た

「
暦
象
新
kLI
」（

一
八
0
二
年

-

0
月
）
を
完
成
さ
せ
た
そ
の
一
年
後
、
「
三
角
提
要
秘
れ
」
15

（一

八
0
こ
年

一
0
J
J
)
で
は

「
中
野
」
姓
を
川
い
、
以
降
、
死
没

す
る

t
年
前
に
病
床
か
ら
の
口
述
喰
心
に
て
成
稿
し
た

「二
国
会
盟

録
」

（一

八
0
」
ハ
年

一
月
）
を
除
い
て
、

「志
筑
」
姓
を
名
乗
る
こ
と

は
無
か

っ
た
い
。
ま
た
、
江
和
二
至
＇
冬
頃
か
ら
術
弱
で
ひ
弱
な
体
竹

を
慈
味
す
る

「蒲
柳
の
質
」
の
晶
を
捩
っ
た
と
n
さ
れ
る

「
柳
訓
」

号
を
用
い
"
‘
門
人
の
行
成
と
オ
ラ
ン
ダ
語
文
法
論
を
中
心
と
し
た

翻
ぶ

・
執
喰
活
動
を
展
開
す
る
が
、
そ
こ
に
見
え
る
の
は
仕
官
の
念

面
叶
わ
ず
諦
念
に
至
っ
た
晩
年
の
姿
で
あ
っ
た
。
ロ
シ
ア
使
節
レ
ザ

ノ
フ

(N
i
k
o
l
a
i
P
e
t
r
o
v
i
c
h
 R
e
z
a
n
o
v
)

の
比
崎
来
航

(
-
八
0
四
年

几
月
1
一
八
〇
斤
年
四
月
）
を
受
け
、
中
野
柳
圃

（志
筑
忠
雄
）
は

再
ぴ

「志
筑
」
姓
を
名
乗
っ
た

「二
国
会
盟
録
」
(
-
八
0
六
年

一
Jl
)

を
病
床
か
ら
11述
で
成
す
も
W

、
体
戯
は
同
復
せ
ず
、
伺
年
じ
Jj
八

n
"
、
こ
の
枇
を
去
っ
た

注ー

拙

岱

「闇
文
相
ボ
論
の
上
生
ー
志
筑
忠
雄

「蘭
学
化
前
父
」
と
祖
抹

．

in艮
学
ー
」（「
雅

俗

第

一
八＂ゲ‘

¥10一

九
年
）

lul
「「
和
解
」
か
ら

「翻
ボ
」
ヘ
ー
B
8
d
-
t
i
u
g
e
m
n
 /wt octal/I e
n
 d
e
s
"
e苓
gebruik
の
ボ
川

に
見
る
本
木
且
永
と
ぷ
筑
忠
雄
—
」
(『
熊
本
県t
大
学
文
学
部
紀
要
」
筍

八
二
＂ゲ‘

↓10二．
i-
flr）
な
ど

2

拙
脳

「志
筑
忠
雄
の
ir炊
と
し
て
の
尖
家

・
巾
野
家
ー
家
柑
の
吸
地

・

通
d
株

•
K
崎
社
会
で
の
位
閥
ー
」
一
「文
彩
」
竺
九
＂
ゲ
、二
0
二
＝
年
）

3

前
掲
拙
屈

「志
筑
忠
雄
の
ir屈
と
し
て
の
尖
家

・
巾
野
求
ー
家
展
の
敷

地
・

通
詞
株

•

長
鯰
社
会
で
の
位
閉
ー
」、

一
六
1
-
t
n

4

火
科

・
ヤ
t
↑
は
鍵
括
弧
、
印
刷
物
は
一一
屯
鍵
括
弧
で
示

す

以

F
伺

5

渡
辺
庫
舗

「阿
蘭
陀
通
村
ぷ
筑
氏
サ
略
」

（此
崎
学
会
、

一
九
Ji
し
年
）、

ニニー
r
.
―-fio

6

原
IIJIw
.. 
「阿
闇
陀
通
詞
志
筑
家
に
つ
い
て
」（
「闇が
f
の
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
ー
志
筑
忠
雄
の
lit界
j
、
長
鮒
文
献
礼
‘

↓'0

0
ヒ
年
）

7

原
本
は
焼
失
し
た
た
め
、
収
本
は
大
約
正
次

「「
Jlf象
新
h
」
反
明
ILi

ボ
本
の
発
見
」（
「
科
学
史
研
究
」
箱
四
・丘＂ズ

一
九
四
．．
 

年
）‘
1
0
1

n
を
用
い
た
引
川
の
閑
、
In字
・異
体
T
は
常
川
漢
字
に
改
め
た
以
F
‘

全
て
の
引
J
l
l
文
で
I
n
Jま
た
、
底
本
の
~
点
は
見
や
す
い
位
仰
に
移
動
さ

せ
た
な
お
、
内
き
ド
し
文
を
後
粒
さ
せ
た
が
、
原
文
の
訓
点
に
こ
だ
わ

ら
ず
。
在
味
が
取
れ
る
よ
う
に
作
成
し
た
以
ド
、

「天
文
行
隋
」
引
JII

の
際
は
M

8

廿
lfl
忠
「
ぷ
筑
忠
雄
ー
独
創
的
息
索
家
」
(W
・
ミ
ヒ
ェ
ル
、
島
井
裕

x
f、
川
灼
浜
人
共
紺

「九
州
の
蘭
学
ー
越
境
と
交
流
ー
j‘
息
文
淵
出
版
、

'1
0
0
九
年
）、
一
0
1
'1
-
0
三
凡

-33-



9

イ
サ
ペ
ル
•

I
l
l
中
・

フ
ァ
ン

・

ダ
ー
レ
ン

「オ
ラ
ン
ダ
史
料
か
ら
見
た

妖
鯰
通
A
ー
志
筑
家
を
中
心
に
ー
」

（前
掲
『
蘭
学
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ー

志
筑
忠
雄
の
世
界
j

)

10

「
貶
崎
通
叶
rll絣
KII
」
は
、
「
長
崎
県
史
j

史
科
紺
祁
四

（吉
川
弘
文
館
、

一
九
六
五
年
）
所
収
の
翻
刻
を
使
川
八
ニ
ヒ
1
八
一・
八

H
》

1
1
こ
の
点
、
織
旧
毅
氏
の
御
教
ボ
に
よ
る

12

I―d
e
i
ding
e
 10
1
 de
 11g
-t
Nミ
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n
S
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e
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s
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h
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o
o
r
 

J
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i
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a
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a
a
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c
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e
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n
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 do
o
r
 Joh
a
n
 

Lullo
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.
 

T
c
 L
e
id
e
n
,
 by
 Ja
n
 en
 H
e
m
m
n
us
 Ve
rb
e
ck
.
 

1
7
4
1
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13

小
林
他
彦
「
中
野
忠
雄
輯

「そ
角
芥
秘
側
」
に
つ
い
て
」

（「
嗚
滝
紀
要
j

布

一
0
号、

.. o
o
0年
）、
八
1
I
o
i::i: 

11

「鈎
股
新
紺
」
序
底
本
は
長
鯰
歴
史
文
化
関
物
館
蔵
本
を
使
Jll

品

点
の
位
骰
は
原
文
に
従
い
、
占
き
ド
し
文
は

t
者
が
作
成
し
た
以

F
、
「
鉤

股
新
紺
」
引
用
の
関
は

M

15

「
寄
幼
次
第
」

k

(「
代
水
先
生
随
下
」
第
問
谷

〔郊
Ji
を
と
合
冊
〕
、

＂よ皿

rn大
学
図
h
館
成
）

ぷ
点
は
下
行
に
よ
る
以
ド
、
旬
品
点
の
付

さ
れ
て
い
な
い
原
文
を
引
川
す
る
際
は
適
宜
宵
者
が
施
し
た
な
お
、
森

山
儀
助
、
両
し
＂
太
郎

(
11
州
占
郎
右
衛
門
）、
小
川
猪
之
助
の
稽
占
通
函

就
任
年
時
は
、
イ
サ
ペ
ル
ふ
山
巾

・
フ
ァ
ン

・
ダ
ー
レ
ン
「
阿
蘭
陀
辿
訓

家
系
図

(m
)小
川

・
森
IIJ家
」

(「
11蘭
学
会
会
ょ
j

第
↓一
八
巻

一
＂ゲ、

―
I
Q
0
1
'l_!l-
)
お
よ
ひ
前
掲
「
長
給
通
叶
lll緒
朴
」、
八
―
-
0
fi

16

前
掲
渡
辺
庫
輔
『
阿
閾
陀
通
討
志
筑
氏

t
略
」
、
六

L
a

17

「
取
捕
紀
行
」

（「
朽
水
先
生
随
喰
」
第
：
1

巻
、
早
稲
Ill
大
学
図

h
館

蔵
）

こ
の
こ
と
は
knIll忠
が
既
に
指
摘
し
て
い
る

「大
槻
玄
沢
玄
伸

父
f
の
匝
遊
と
ぷ
筑
忠
雄
」

（「
長
的
淡
晟
j

第
五
九
紺
、

一
九
ヒ
六
年
）、

-
l-
ii。
た
だ
し
、

二
H
一
丘

U
は

「志
筑
」
と
の
み
此
載
さ
れ
る
の
で
、

（別
家
）
ぷ
筑
孫
兵
衛
守
、
別
人
を
指
す

ur能
性
も
あ
る

18

「蘭
ボ
梯
航
」
下
を

(
-
八

一
六
成
。
底
本
は
「
洋
学
」

〔
U
ギ
思
想
大

系
六
四
、府
波
作
店
、

一
几
じ
六
年
〕所
収
、
松
村
明
校
注
を
使
用
）

M
代、

て
一

n
な
お
、
ふ
点
の
位
閃
は
底
本
に
従
っ
た

19

乍
和
-鼻・年

(
-
八
O
'・-）
に
艮
鯰
遊
学
し
、
ぷ
筑
忠
雄
と
の
接
見
を
果

た
し
た
大
槻
ム
悴

（一

じ
八
五
ー
一

八＿
―-
八
）
は
、
後
年
花
し
た
「
蘭
学
凡
」

（一

八

一
4

ハ
年
成
f
ー
ギ
ぃ
ょ
稲
田
大
学
図
h
館
蔵
）
の
附
IT
で
、
木
次
忠

助
か
ら
の
開
き
h
き
と
し
て
「
IIIL
ヨ
リ
先
二
病
ヲ
以
テ
本
務
ノ
ボ
d
ヲ
辞

シ
、
一
屯
二
訓
屈
シ
テ
他
人
ノ
応
接
ヲ
避
ケ
、
杵
テ
志
ス
処
ノ
西
h
二
耽

ル
市
廿
年

一
11
ナ
リ
」
と
品
し
て
い
る
こ
こ
で

「廿
年

一
rl
」
を
領
而

通
り
に
受
け
取
れ
ば
ぷ
筑
忠
雄
は
尺
叫
↓：
年

（
↓
ヒ
・
八
.. 
-）
退
役
と
な
る

が
、
忠
助
は
あ
く
ま
で

K
ま
か
な
年
月
を
げ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る

20

初
出
は
石
低
息
案
「
福
地
の
叔
父
様

（桜
痴
居
上
の
少
年
時
代
）
」
（『少

年
世
界
』
第

一
＝l

を
第
一
言
”.
-
JL
O
六
年
）口

上
Uiは
る
｀
私
の
史
料

探
訪
2
ー
石
橋
京
の
人
々
」

で
tlll"央
こ
、
―
1
0
0四
年
）
に
収
鉗
し
た
も

の
を
参
照
引
Jll
文
は
二
八
l
L
n

21

大
槻
如
堪
は
、
長
崎
の
町
灰
師

・KII
雄

E
点
か
ら
の
伝
開
に
基
づ
い
て

「俗

t
に
迂
、

lL
つ
17舌
の
不
得
手
な
る
た
め
、

luj
僚
の
侮
作
を
招
」
い

た
こ
と
が
稽
古
辿
A
を
辞
し
た
理
巾
と
し
て
い
る
が
、
如
屯
品
に
は
根
拠

が
な
く
椎
測
の
域
を
川
な
い
大
槻
如
龍
原
粁
、
佐
藤
榮
し
刑
訂
「
日
本

洋
学
紺
年
史
」

（錦
正
社
、

一
在
ハ
Ji
年
）、
ニ―

-JLfi
ま
た
、
拙
橘

「志

筑
忠
雄
の
Jirm印
と
も
う

ー
つ
の
字
（
あ
ざ
な
）
」

（「
文
彩
j

坊

一
六＂グ、

―I
Q
:
1
0年
）
‘
1
0頁

2
2
片
桐
孟
刀
「
阿
蘭
陀
通
~
の
研
究j
(K
I
J川弘
文
館
、
一
J
L八
丘
年

[底
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本
は
一
九
九
ヒ
年
が
二
刷
を
使
用
]
)
、
五
ー
1
五
四
“
.

23

本
節
は
前
掲
拙
樅
「
●
心
筑
忠
雄
の
行
蚊
と
し
て
の
実
家

・
小
野
家

J
禾

凩
の
所
在
・

建
物
配
閻

•

長
鯰
社
会
で
の
位
沢
ー

」
第
二
な
に
基
づ
い
て

い
る
が
、
同
占
屯
り
で
は
ぷ
筑
忠
雄
の
辿
冽
在
閾
年
時
が
反
明
二
年
ま
で
か

犬
明
」
ハ
年
ま
で
か
を
決
定
せ
ず
に
論
を
進
め
た
が
、
天
町
六
年
退
役
と
定

め
た
本
団
で
は
論
旨
を
変
更
し
て
い
る
部
分
が
あ
る

幻

前

掲

占

lil忠
「
志
筑
忠
雄
ー
独
創
的
息
索
家
」
、
ょ
Q
.
-
1
-
0
1
1
4
“

25

「
ガ
同
行
閥
」
第
一
八
爪
底
本
は
長
幻
胚
史
文
化
博
物
館
蔵
本
を
使
川

項

nの
順
次
は
、
拙
橘
「
ぷ
筑
忠
雄
「
ガ
国
行
閥
」
の
文
献
学
的
研
究
」
（
「
雅

俗
」
第
一
し
号
、
二
0
一
八
年
）
表
2
に
従
っ
た

26

「
fj
日
行
閥
」
第
―
二
項
c

27

前
掲
占
出
忠
「
占
筑
忠
雄
|
独
削
的
思
索
家
」
‘
1
0
四
頁

28

「
求
力
法
論
」
（
一
し
八
四
年
一
言
n)
で
は
ケ
イ
ル
を
「

itャ
廷
留
（
流
）
」

と

K
出
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
故
珊
に
優
れ
た
慈
を
必
現
し
た
頑
と
見
ら

れ
る
，
ぃ
ぶ
都
大
伴
附
属
図
μ11
館
窮
上
川
文
取
祓
本
、
研
医
会
図
K
I
I
館
蔵
本
、

筑
波
大
学
附
属
図
序
館
蔵
本
、
な
ら
び
に
東
北
大
学
附
属
図
内
館
狩
野
文

収
お
よ
ひ
平
Ill文
祁
蔵
本
を
確
必

2
9
~収
語
で
「
反
使
」
は
、
「
火
の
使
い
」
（
「
史
，
此

j
「
趙
世
家
」
）
、
「
天

f

の
使
い
」
（
「
沢
治
通
江
j

「Jli紀
」
）
な
ど
を
店
味
L
、
こ
の
場
合
キ
ー
ル

や
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
出
身
旧
を
わ
爪
し
た
表
現
と
．
I
え
る
た
だ
し
、
ぷ
筑

忠
雄
は
「
キ
リ
ス
ト
教
の
同
」
を
慈
味
す
る
た
め
に
か
よ
う
に
よ
現
し
た

llr能
性
も
あ
る
い
ず
れ
に
せ
よ
、
倍
必
息
想
に
駐
づ
い
た
侮
茂
的
な
瀾

で
は
な
い

3
0
1
1
I
I
m
忠
「
心
遊
術
か
ら
「
世
界
の
複
数
性
」
へ
」
（
前
掲
「
蘭
学
の
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
ー
志
筑
忠
雄
」
）

31

底
本
は

H
I
L
H会
切
K
u
館
蔵
本
を
使
用
伺
本
で
は
抒
者
名
が
「
ぶ

築
長
盈
」
（
本
来
は
「
志
筑
盈
長
」
）
と
な
っ
て
い
る
が
｀
転
F
よ
過
程
で
誤

記
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
い
ず
れ
に
せ
よ
、
現
存
す
る
究
科
で
ぷ
筑

忠
雄
が
蚊
後
に
「
盈
艮
」
を
名
乗
っ
た
の
は
、
「
鈎
股
新
紺
」
（
犬
明
冗
年

[
―
ヒ
八
五
]
_
-
．

n
-
A
n
)
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
KIyl丘

年
前
後
ま
で
に
紺
ま
れ
た
．
内
と
見
ら
れ
る

3
2
G
a
ius 
Plinius Secundus: D
es wijd-vermaerdè
-̀
-gwrkondigers vyf 

b
o
e
c
k
e
n
．
志
筑
忠
雄
が
底
本
と
し
た
と

H
さ
れ
る
氾
P
藩
楽
淑
党
文
庫
本

は
、
[
A
m
s
t
e
r
d
a
m
.
B
y
 Dirck Dircks1_
 16
6
2
版
，

3
3
ア
ニ
ッ
ク

・
ミ
ト

・
ホ
リ
ウ
チ
「
「
海
上
珍
奇
集
j

に
お
け
る
人
冊
と

動
物
を
め
ぐ
る
J
況
」
（
前
掲
「
蘭
学
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ー
志
筑
忠
雄
」
）
、

九
四
頁

34

「
海
上
珍
奇
集
」
咎
之
一
の
＂
頭
よ
り
，

3
5
i
r
l
i図
内
館
稲
垣
文
献
祓
本
に
「
中
野
忠
雄
撰
」
と
記
名
さ
れ
て
お
り
、

「
巾
野
」
姓
を
川
い
て
い
る
こ
と
か
ら
晩
年
の
芹
作
と
判
断
し
た

36

「
四
維
図
品
「
衆
動
一

n決
西
必
」
よ
り
底
本
は

i
市
図
汗
館
稲
坦

文
爪
蔵
本
を

E
と
し
、
サ
嘉
党
文
爪
蔵
本
で
確
必
し
た

3
7
前
掲
K
I
I
旧
忠
「
志
筑
忠
雄
ー
独
削
的
息
ポ
家
」
、

1
0
1
:
:
l
-
1
0
六
“

38F
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3
9
拙
脳
「
ぷ
筑
忠
雄
「
阿
羅
祭
亜
米
歴
」
の
ボ
出
と
そ
の

B
誌
」
（
「
雅
俗
j

筍
一
ー
ザ
、
一
＿
o
i
.
ご
伍
年
）
｀
1
「
ヒ
ー

9
:
•八
g

贔

9
な

n
ぶ
筑
忠
雄
に
は
「
飛
卿
」
と
い
う
字
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら

n身
を
晩

店
の
詩
人
溢
涎
筍
（
飛
的
）
に
見
立
て
た
こ
と
が
窺
え
る
溢
庭
筍
は
特

-35-



オ
が
あ
り
な
が
ら
も
兵
行
の
悪
さ
か
ら
官
裁
に
就
け
ず
、
生
涯
野
に
あ
っ

ぁ
9
と

た
人
物
で
あ
る
前
掲
拙
ば

「ぷ
筑
忠
雄
の
所
川
印
と
も
う

―
つ
の
字
」、

―
二

fi

"
w
.J
・
ポ
ー
ト
は
「
鎖
H
溢
」
を
読
み
鮒
き
、
ぷ
筑
忠
雄
の
執
喰
動

機
に
つ
い
て

「
か
り
そ
め
に
彼
は
外
交
特
別
顧
間
に
il候
補
し
た
、
と
い

う
ふ
う
に
で
も
ふ
み
取
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
述
べ
て
い
る

ー「「
in

H
溢
」
か
ら
み
た
18
世
紀
の
肌
に
お
け
る
11本

U
本
に
お
け
る
18lit紀
」

扁
掲
「
蘭
学
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ー
志
筑
忠
雄

）、
八

O
H

1
2
g
g
e
lbert K
a
e
m
p
fer: D
e
 beschryvi11g 
•'a`,Japan

,
2d2F1733

. 

1
3

心
片
裕
災
f

「
ケ
ン
ベ
ル
か
ら
ぷ
筑
へ
—
I
J
本
代
災
溢
か
ら
排
外
的
爪

H
論
へ
の
変
容
ー
」

（谷
・刊

n本
思
想
史
」
第
四
じ
E

ワ
｀

ー
九
屯
ハ

年
），

な
お
、
岩
的
奈
絣

f
は
、
保
府
に
対
す
る

f
.
J藩
松
補
浄
Ill
蔵
洋

h
の
ii伯
や
、
仙
閣
の
巾
枢
に
あ
っ
た
芥
年
窃
堀
田
正
敦

(
-
ヒ
五
丘
ー

一
八
一
↓
―
-）
と
怜
山
と
の
私
的
な
繋
が
り
の
深
さ
と
い
っ
た
こ
と
か
ら
、

「
inlil品
」
の

A
出
を
、
ロ
シ
ア
の
辿
麻
要
求
を
受
け
る
必
要
が
無
い
こ

と
を
、
浄
山
を
介
し
て
作
府
に
提
．J
す
る
こ
と
を
慈
図
し
た
ぶ
筑
忠
雄
の

政
治
的
行
動
で
あ
る
と
恒
測
す
る
し
か
し
な
が
ら
、
そ
も
そ
も
ふ
筑
忠

雄
が
商
家
に
岱
屈
し
た
無
駿
の
人
物
で
、
松
捕
浄
lilか
ら
は

一
カ
的
に
蘭

＼
り
ボ
川
の
命
が

F
る
た
け
の
分
際
で
あ
っ
た
こ
と
を
跨
ま
え
る
と
、
ぷ
筑

側
か
ら
俗
府
や
fJiII
藩
に
対
し
て
積
極
的
に
政
治
的
な
働
き
か
け
を
企
図

す
る
こ
と
は
到

lif考
え
ら
れ
な
い

E

近
世
後
期
の

lIt界
認
点
と
鎮

H
J
(.l:n 

川
弘
文
館
、
`
1
0
1
・
一
年
）‘
-
三
二

1
-
↓―

-
E
g

l
l
前
掲
拙
屈
「
「
和
解
」
か
ら
「
翻
ボ
」
ヘ
ー
B
g
d与
vinge
1・011 
hel
 

g
-
an-
en
dg"elfs g
e
b
n
`
i
K
の
ボ
出
に
見
る
本
木
良
永
と
志
筑
忠
雄
ー
」
、

ヒ
八
“

⑮
拙
脳
「
ぷ
筑
忠
雄
「
：ぷ
佃
品
格
」
の
行
料
的
研
究
」
（
「
嗚
沌
紀
要
」
第

-
．
八
サ
‘

1
'0
一

八
年
）、

一1
.
g

16

底
本
は

11本
学
ヒ
院
蔽
本
を
使
川

ム‘,

17

前
掲
拙
脳
「

9
筑
忠
紙
の
所
川
印
と
も
う

ー
つ
の
字
」

（「
文
彩
j

第

一
六
"
t
1
'0
1
1
0
年
）、

一9

頁

18

「
こ
川
会
盟
録
」
は
志
筑
忠
雄
の
日
迩
を
福
岡
藩
上
安
部
佃
平

ニ

ヒ
八
叫
ー
：
八

fL
O
)
が
下
北
し
て
成
脳
し
た
ボ
述
の
契
機
は
、

ロ
シ
ア
使
節
レ
ザ
ノ
フ
の
及
鮒
米
航
で
、
こ
の
巾
件
を
受
け
、
ロ
シ
ア
と

の
新
た
な
旧
際
関
係
の
樹
t
を
余
伐
な
く
さ
れ
る
だ
ろ
う

11本
の
辿
＜

な
い
未
来
を

f
見
し
た
ぷ
筑
忠
雄
は
、
ネ
ル
チ
ン
ス
ク
条
約
に
行

H
し、

乎
い
藩
楽
欣
常
文

bliの
プ
レ
ヴ
＋
「
旅
行
品
集
成
」
蘭
話
版

(A
n
to
ine

Fran

~0
is 

Prevost
 d'E
x
il
cs: llistorische
 Beschrijving d
er R
令
en
,
1717-

6
1
)
を
底
本
に
即
係
部
分
を
ボ

IHし
た
な
お
、
ネ
ル
チ
ン
ス
ク
条
約
は
、

消
朝
中
日
が
、
ロ
シ
ア
と
の
国
椛
側
定
の
た
め
に
、
ア
シ
ア
初
の
経
験
と

な
る
近
代

H
際
法
に
店
づ
い
て
締
結
し
た
条
約
で
、
つ
ま
り
、
未
米
の

II

本
が
ロ
シ
ア
と
新
た
な
関
係
を
樹
立
す
る
M
面
を
迎
え
た
際
の
参
9
Jと
な

る
よ
う
梢
報
提
供
を
よ
み
た
仕
＂
で
あ

っ
た

島

片

裕

災

f
「「鉗
H
4
9
」
・

『ー一
国
会
盟
録
に
見
る
志
筑
忠
維
の

H
閉
品
点
」

("IIu掲
「
蘭
学
の
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
—
ぷ
筑
忠
雄
の
世
界

）、
拙
抒
，
蘭
学
の
九
州
二
弦
凸
粉
，

―
↓

0
1
''
1年
）、
し
K
I
t
六
以
な
お
、
巾
野
家
は
糾
岡
IJI
身
と
す
る

見
解

（松
1
6龍
之
介

「ぷ
筑
忠
雄
の
実
家
—
巾
野
家
に
関
す
る
ノ
ー
ト
」

(「
ii学
史
研
究
．
布
一
，
六
サ
、

ご
0
0
九
年
）
が
あ
り
、
少
な
く
と
も
レ

ザ
ノ
フ
米
航
の
際
、
尖
家
中
野
求
の
前
に
福
岡
沿
の
苫
固
が
償
か
れ
た
こ

と
か
ら
し
て
も
~
中
野
家
と
福
岡
沿
と
の
関
係
の
深
さ
か
ぷ
唆
さ
れ
て
い

る
こ
れ
ら
を
勘
案
す
る
と
、
ぷ
筑
忠
雄
は
安
部
他

f
を
迎
じ
て
袖
岡
藩
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で
ふ
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
「
ニ
fkf会
盟
鉗
」
を
11
述
し
た
も
の
と
見

ら
れ
る

19

年
L
r
l時
は
「
光
永
年
過
去
世
に
桔
づ
い
た
J

.
1
1
買
ト
一
郎
「
艮
崎

詳
学
史
l
kを

（長
鯰
文
献
社
、
一
九
六
六
年
）、
一ー↓て
0
"＂
な
お
、
「

9
」

門
龍
太
内
KIll絣
内
」
（「
長
給
通
叶
IJl絣
h
」
に
は
じ
J
九
11と
あ
る
が
、

確
認
し
て
き
た
よ
う
に
、
け
禎
を
骰
く
こ
と
が
で
き
な
い

【付
品
】
本
祖
に
は
糀

IU毅
氏
、
平
岡
悦
二
氏
と
の
議
論
か
ら
得
ら
れ
た
成

果
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
節
疫
の
こ
と
な
が
ら
、
向
氏
の
学

恩
に
心
よ
り
感
湖
し
ま
す
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